
　農芸化学科では、私たちの生活にかかわりの深い食品や環境
分野の問題を、バイオテクノロジーと最新のサイエンスによって
解決することを目指しています。微生物を用いた環境にやさし
い技術の開発、おいしくて健康に良い食品の研究開発、植物生産
や環境の資源である土壌の研究、動植物や微生物が生産する有
用物質の検索など、農芸化学のフィールドには多くの重要な研究
テーマがあります。
　こうした分野で社会に貢献できる人材を育てるために、農芸化
学科では豊富な実験・実習（1・2年次）と2年間かけて取り組む
卒業研究（3・4年次）をカリキュラムの中心にすえています。バ
イオサイエンスの基礎知識と実験技術をもつ卒業生は、食品・
医薬・化学などの幅広い分野で活躍しています。
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※カリキュラムは変更となる場合があります。　※（　）内は単位数。 

3・4年次履修　
文献調査（4）・特別研究（卒論）（4）

教員からのメッセージ
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生物学（2）
必修化学（2）
生化学Ⅰ（2）
微生物学Ⅰ（2）

有機化学（2）
生化学Ⅱ（2）
微生物学Ⅱ（2）
基礎分子生物学（2）

細胞生物学（2）
基礎生物統計学（2）
物理学（力学・熱力学）（2）
物理学実験（1）

物理学（電磁気学・光学）（2）
数学概論（2）

環境科学（2）
分子生物学（2）
植物栄養学（2）
物理化学（2）

生物有機化学（2）
有機分析化学（2）
食品化学（2）
土壌化学（2）
栄養科学（2）

農芸化学（2）
地学概論（2）
化学実験（1）
地学実験（1）
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2年次1年次

微生物学実験（1） 生化学・物理化学実験（2）
環境化学実験（1）

微生物生理学（2）
有機化学・有機分析実験（2）
環境分析実験（1）

食品化学・食品分析実験（1）
バイオテクノロジー実験（1）
植物栄養学（2）
食品衛生学（2）

3年次

食品機能化学（2）
発酵食品学（2）
栄養生化学（2）

食品生化学（2）
食品工学（2）

食品分野

天然物有機化学（2）
応用生化学（2）

生物機能化学（2）
生物物理学（2）
ケミカルバイオロジー（2）

生物機能分野

土壌圏科学（2）
微生物生態学（2）
微生物遺伝学（2）

環境分析化学（2）
植物環境制御学（2）
微生物化学（2）
環境バイオテクノロジー（2）

環境分野

食品免疫学（2）
食品健康科学（2）

食品冷凍冷蔵学（2）
食品安全学（2）

食品分野

農薬化学（2）
生命システム工学（2）

高分子化学（2）
応用微生物学（2）

生物機能分野

環境安全学（2）
環境化学（2）

環境微生物学（2）
土壌環境保全学（2）

環境分野

3・4年次

　当たり前だと思っている生命現象も、科学的に説明できないこと
は数多くあります。それをバイオテクノロジーも駆使した化学をツ
ールとして説明に挑みます。またさらに、それを応用利用すること
に重きを置いているのも当学科の特徴です。
　研究対象は動物・植物・微生物・土壌・環境・食品と範囲が広
いため、多くの知識や技術を身につけなければなりませんが、その中
からあなたの興味に合った専門を見つけることができるでしょう。
　具体的には1・2年次で有機化学、生化学、分子生物学、微生物
学等の基礎を学び、3・4年次で専門を学びながら、研究室に所属し
て卒業研究を行います。一緒に農芸化学分野で、新たな発見をし
たり、問題を解決したりしてみませんか！

化学で生物を眺め
食・農・環境問題に
取り組む

環境分析化学研究室

安保 充 准教授
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